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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（４/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
■巻頭言■

　小さな男の子はだれでも，

　心の中に，おもしろくて刺激のある遊びを

　求めるうずまくような心のすきまをもっている。

　そして，もし　そのすきまを，

　ためになるおもしろくて刺激のあるもので満たしてやらないと，

　彼は，ためにならないおもしろくて刺激のあるもので満たそうとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　セオドア・ルーズベルト・ジュニア

（キャンプ・カウンセリング　A.V.ミッチェル共著　ベースボールマガジン社　昭和41）

　

　私が，社会教育を学ぶきっかけになった文章です。

　子どもの成長に遊びは重要です。その遊びの中で，社会性を身に付けていきます。

　コンピュータゲームがなかった時代，子どもたちにとって，おもしろくて刺激のある遊びは，仲間との「わんぱく」な遊びでした。そこには，子どもの好奇心を満足させる体験や仲間との交流がありました。

　社会の急激な変化は，子どもたちの遊びを大きく変えてきました。

　コンピュータゲームは，子どもにとって，「おもしろくて刺激のある遊び」です。しかし，その遊びは，子どもの社会性を育む役割を担っているでしょうか？

　「ためになるおもしろくて刺激のある」遊びや活動について，私たち大人も関心を持って，考えてみることが必要だと思います。

　県立生涯学習センターは，放課後子ども教室事業に取り組んでいます。

　子どもたちにとって，「放課後」は，学校と家庭との間にある時間・空間であり，「社会」との重要な接点です。そこに，子どもたちが目を輝かせるような「ためになるおもしろくて刺激のあるもの」で満たしてやれれば，どんなに素晴らしいことでしょう。そしてそれは，２０年後３０年後の「地域づくり」への大きな投資になるはずです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　新田　憲章

■お知らせ■
· 広島県立生涯学習センター研修案内

当センターでは，市町の職員や，ボランティア・コーディネーターを対象と

する様々な研修を実施しています。

　また，家庭教育支援，地域づくりなどの，地域課題に対応したテーマに関する市町において実施する研修を企画段階から支援します。

　研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考となる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設

に分けてホームページで御紹介しています。

　自然体験学習「おくはた分校」（広島市沼田公民館）　

　　おくはた分校では，地域の方，ボランティアサポーター，公民館が一体となった企画・運営による，季節感あふれる体験学習や自然学習を行っています。日常生活では，体験できにくい親子での活動ができるプログラムです。

大学生のボランティアサポーターによって，参加者，地域の方，スタッフとの関係が築かれ，小学生から高齢者までの世代間交流も盛んになっています。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/okuhatabunkou.htm
　

★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
「ぱれっとカレッジ　『いのちと幸せをつなぐ孫育て』」

＜５月22日（土）・29日（土）・６月12日（土）・19日（土）・26日（土）　　　　13:30～15:00＞

主催：広島文化学園大学，教育ネットワーク中国，広島県教育委員会

会場：広島ＹＭＣＡホール　本館　４階401，403号室

対象：どなたでも

受講料：無料

申込方法：①氏名（フリガナ）②郵便番号③住所④電話番号を

記入し，電話又はファクシミリで申し込んでください。

締切り：５月14日（金）

申込先：広島文化学園大学　呉　阿賀キャンパス

　　　　〒737-0004　呉市阿賀南２－10－３

　　　　電話　　　　　0823-74-6000

ファクシミリ　0823-74-5722

受付時間：月曜～金曜日（祝日を除く。）午前９時～午後５時　

http://www.enica.jp/02learning/2010/01palette/01bunkadai.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　

　　「おはなし会」

　　　＜５月８日（土）・22日（土）11:00～11:40＞
　　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資

　　　料の読み聞かせ・紹介などを行います。

　　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加できます。

　　　　　　※申込み不要・無料

　　資料展示「廻船」

　　　＜３月27日（土）～６月下旬＞
　　　　北前船の寄港地や瀬戸内海の水運等，「廻船」をテーマにして郷土資

　　　料と瀬戸内海資料を展示紹介します。中国地区にある５つの県立図書館

　　　共同展示の最後を飾ります。

「書庫見学ツアー」

　　　＜５月22日（土）15:00～15:40＞
　　　　普段は入ることのできない地階書庫を司書が案内するツアーです。

　　　　　　　［定員］10名程度（先着順）

　　　　　　※申込み不要・無料

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「自然体験ボランティア（プレイリーダー等）養成講座」

　　　 ＜５月15日（土）・16日（日），６月５日（土）・６日（日）＞

　　　　平成22年度主催事業のスタッフの養成講座を実施します。子どもたちの教育活動に携わりたいと考えている人にオススメです。

　　

★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
　「茶摘茶会」

　　　　＜５月２日（日）10:00～15:00（受付終了）＞

　　　　古くから八十八夜に行われていた茶摘の行事を再現し伝統文化の保存と継承を図ります。早乙女姿（茶摘娘）で行う茶摘から茶揉みまでの様子を見学できます。

　　　　抹茶による茶会（有料）と新茶のサービス（無料）があります。

　　　　　　茶摘：①10時　②11時　③13時　④14時　※各15分

　　　　　　担当：上田宗箇流和風会

　　　　　　茶券：野点席　　600円

　　　　　　　　　新茶の席　無料

★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　特別展

　　オルセー美術館展

　　「パリのアール・ヌーヴォー　－19世紀末の華麗な技と工芸－」

　　　＜４月７日（水）～６月13日（日）＞

　　　　19世紀美術の殿堂オルセー美術館の誇るアール・ヌーヴォー・コレク

　　　ションから代表的名品約150点を選りすぐって紹介します。

　　　　当時の豪華な室内空間を髣髴させるアール・ヌーヴォー様式の家具，　　

　　　工芸，装飾品などを展示し，併せて，この時代を象徴する人物として建

　　　築家エクトル・ギマールと女優サラ・ベルナールにスポットを当てます。

　　　19世紀末パリのきらめきをお楽しみください。

　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　

　　第１室　

　　「サルバドール・リダ《マルドロールの歌》」

　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　超現実主義者たちのバイブルとも言うべき，ロートレアモン伯爵の『マ

ルドロールの歌』に，ダリが挿画したスキラ社版《マンドロールの歌》を紹介します。

　　第２室　

　　「紙に描く　－水彩・版画を中心に－」

　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　紙という素材を積極的に選んだ作家が，油彩画に変わらぬエネルギー

　　　を注いだ，紙ならではの力作を御紹介します。

　　第３室　

　　「緑の情景」

　　　＜４月13日（火）～５月16日（日）＞

　　　　新緑の樹々や山容，また風景に限らず画面の背景や一部に効果的に用

　　　いられたものなど，緑色で描かれた日本画を集めました。

「和高節二　－本画と素描－」

　　　＜５月18日（火）～６月27日（日）＞

　　　　農村での営みや共に暮らす牛などを，愛情に満ちた眼差しで描き続けた和高節二。素描も合わせて展示し，その魅力に迫ります。

　　第４室　　

　　「中央アジアの染織と金工　－ウズベクとトルクメンの美のかたち－」

　　　＜４月13日（火）～６月27日（日）＞

　　　　絹経絣（きぬたてがすり）や刺繍による色鮮やかな民族衣装と重厚な

　　　存在感あふれるシルバージュエリーを通して，中央アジアの美意識を御

　　　紹介します。

「彫刻展示スペース　－ズルキフリー・B・ユソフ

《王はレダン山の王女との結婚を望んだ》－」
　　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　　ユソフは，マレーシアの気鋭の作家。マレーシアに伝わる昔話にインスピレーションを受けて制作された本作による，異色な空間をお楽しみください。

★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　

　歴史民俗展示「古写真で見る県北のくらし」

　　　＜２月19日（金）～５月９日（日）＞

　　　　昭和40年ころまでに撮影された県北の写真や絵葉書を，現在の風景

　　　の写真などと合わせて紹介します。

　春の特別企画展「頼杏坪とその時代」

　　　＜４月23日（金）～６月13日（日）＞

　　　　江戸時代後期の儒学者・頼杏坪及び杏坪と親交のあった人々の書・絵

　　　画などを展示し，文人としての頼杏坪を紹介するとともに，江戸時代後

　　　期の広島県北部と杏坪とのかかわりについて紹介し，文人・代官として

　　　の顔を併せ持つ頼杏坪が果たした役割について考えます。

　　　　　※入館料：一般 500 円（400 円)  高・大学生 380 円（300円）

　　　　　　　　　　小・中学生250円（200円）

　　　　　　　　　　（　）は20名以上の団体料金

　春の特別企画展「頼杏坪とその時代」展示解説会

　　　＜５月９日（日）・23日（日）13:00～14:00＞

第一回文化財講座「頼杏坪が見た備北地域

－地域的経済格差の是正を求めて－」

　　　＜５月８日（土）14:00～16:00＞

講　師：勝矢　倫生（尾道大学教授）

※当日受付・参加費無料（展示の観覧には別途入館料必要）

第二回文化財講座「頼杏坪の文芸」

　　　＜５月29日（土）14:00～16:00＞

講　師：花本　哲志（広島県教育委員会指導主事）

※当日受付・参加費無料（展示の観覧には別途入館料必要）

第一回ふどきの丘体験教室「こふんの森たんけん①ネイチャーゲーム」

　　　＜５月15日（土）10:00～12:00＞

風土記の丘の自然豊かな「古墳の森」で，森林インストラクターの指導による楽しいネイチャーゲーム体験などをとおして，自然と歴史の調和する風土記の丘を体験してみます。

· 要申込・参加費100円

歴史民俗展示「夏の川と漁」

　　　＜５月21日（金）～９月５日（日）＞

江の川の支流・神野瀬川の瀬と渕，そこを舞台に生み出された漁撈文化を紹介し，河川との関わりを考えます。

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　春の企画展「広島・古代史発掘　－安芸・備後の成立へ－」

　　　＜４月23日（金）～６月13日（日）＞　

　　　　広島県の古墳時代から奈良時代の社会の展開について，発掘調査の成

　　　果を中心に紹介します。

· 入館料：一般700円（560円），高・大学生520円（410円）

　　　　小・中学生350円（280円）

　　　　　　　　　　　（　）は前売・団体20名以上

　企画展関連行事

　　講堂

　　　企画展開催記念講演会・博物館大学②

　　　＜５月22日（土）14:00～15:30＞

　　　演　題：「木簡が語る古代の安芸・備後」

　　　講　師：佐竹　昭（広島大学大学院教授）

· 聴講無料

　

展示解説会

　　　＜５月30日（日）13：30～14：30＞

　　　テーマ：企画展「広島・古代史発掘－安芸・備後の成立へ－」から　　　　

　　　講　師：下津間　康夫（広島県立歴史博物館主任学芸員）

· 企画展の入館料が必要です。　

　　　　　一般700円（560円），高・大学生520円（410円）

　　　　小・中学生350円（280円）

　　　　　　　　　　　（　）は前売・団体20名以上

　通史展示室

　　平成22年度スポット展示　「備後考古学事始め⑥－菅茶山と考古学－」
　　　＜３月26日（金）～５月20日（木）＞

　　　　江戸時代の教育者・漢詩人である菅茶山が収集した考古学に関する資

　　　料などを展示し，江戸時代の歴史研究を紹介します。

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上

　　スポット展示解説会

　　　＜５月２日（日）13:30～14:30＞

　　　　テーマ：スポット展示

　　　　　　　「備後考古学事始め⑥－菅茶山と考古学－」から

　　　　講　師：加藤　謙

　　　　　　　（広島県立歴史博物館学芸課長（兼）草戸千軒町遺跡研究所長）

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上

文化講演会関連展示

「出土陶磁と茶の湯の文化－日本から中国大陸・

朝鮮半島・東南アジアまで－」

　　　＜５月21日（金）～６月17日（木）＞

　　　　岩崎博氏が，永年の間に出会った国内外の陶磁器を展示し，陶磁器と茶の湯とのかかわりを紹介します。

　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上

· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
広島グリーンアリーナ　健康・サポートセンター

「メタボ予防実践教室」

「お腹の周りが気になるんだけど・・・」

「運動しなきゃ！と思ってるんだけど一人じゃ続けられない」

そんなあなたに，専門スタッフがメタボ予防のための生活習慣づくりを応援します。

もちろん，「メタボ」のあなたにも・・・御一緒に健康への第１歩を踏み出しましょう。

６ヶ月間，活動量計を携帯して日常生活における運動量を計測し，２週間に１回カウンセリングと運動指導を行います。管理栄養士による，食事指導もあります。

６ヶ月の「メタボ予防実践教室」で健康的な生活習慣を身に付けましょう。

　　　　
http://sports-hiroshima.jp/images2/01_hpsc/health_physical_support/click1.pdf
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　

　展示室
　　収蔵文書展「明治初期の町村文書」

　　　＜３月26日(金)～６月11日(金)９:00～17:00(土曜日は12時まで)＞

　　　　　　※休館日：日曜日・祝日・休日

　　　　明治維新により，日本の近代化が始まりました。今回の展示では，明

　　　治４年の廃藩置県後の町村統治にかかわる文書を取り上げました。江戸

　　　時代の古文書とは異なり，地方で作られる文書の書式にも近代化が浸透

　　　していった様子を御覧ください。

収蔵関連行事「明治初期の町村文書」

　文書館講演会

　　　＜６月５日(土) 13:30～15:30＞

　　　  テーマ：「明治初期の町村文書」

　　　　講　師：長澤　洋（広島県立文書館総括研究員）

　　　　申込方法：電話・はがき・ファクシミリ・電子メール　

講座

　古文書解読入門講座


　　　＜６月12日(土)～10月23日（土） 13:30～15:30＞

※毎月第２・４土曜日（合計10回）

　　　  対　象：古文書のくずし字を読んでみたい初心者の方で，

この期間中続けて受講できる方

　　　　定　員：60名

　　　　受講料：2,000円（テキスト代）

申込方法：往復はがき　

【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
平成22年度三瓶青少年交流の家企画事業

「ボランティアリーダー養成事業『ボランティア活動入門セミナー』」
　　＜５月21日(金)～５月23日（日） ＞

　　　ボランティア活動を始めようとする青年に，ボランティアについての学びの場を提供することで，ボランタリィな心を育むとともに，社会の様々な場面で主体的に活動することのできる人格の形成に資する。

　　対　象：ボランティア活動に興味関心のある大学生・青年等30名

　　参加費：3,200円

（食費2,550円・シーツ代200円・茶菓子代200円・保険代100円・教材費150円）

講　師：目白大学講師　宇田川　光雄

　　　（前国立山口徳地青少年自然の家　所長）

· 国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
施設情報

「開館」

　　耐震工事も無事に終わり，３月21日（日）に10団体，224名を迎え入れ，リニューアルオープンしました。当日は，本所施設ボランティアのカッターズが所のイメージソング「海風とスマイル～ここからはじめよう江田島～」を合唱し，入所団体を迎えました。ささやかなセレモニーでしたが，心に残るものになったと思います。

　「カッター更新」

　　木造カッターの老朽化に伴い，カッターを２艇新造しました。今まで以上の御利用をお待ちしております。

　「武道場の畳交換」

　　武道場の畳を交換しました。全日本柔道連盟公認畳で，クッション性に優れ，軽量で運びやすい畳です。武道場も是非御利用ください。

　「ホームページ改訂」
　　利用者が所の情報を得やすくするため，ホームページを改訂しています。

　改訂が終わり次第ホームページを更新しますので，御期待ください。

　　なお，改訂後はＵＲＬが変更される場合がありますので，御了承ください。

「カッター研修有料化」
　　逼迫する財政状況の改善を図るため，４月１日よりカッター研修を有料としました。御利用を予定されている団体には御迷惑をおかけいたしますが，御理解の程よろしくお願いいたします。

http://etajima.niye.go.jp/img/pdf/tuuchi2.pdf
「宿泊施設の利用」

　御利用日の１年前から予約できます。なお，４～６月分の利用については，利用希望が多いため，当方で日程調整をさせていただいております。

　空き状況については，上記ＨＰ内の「空室情報・仮申込み」のサイトを御覧いただき御連絡ください。

http://etajima.niye.go.jp/0812riyou.htm
「施設の利用の申込みの方法について」

　施設を利用したいが，申込の方法がわからないなどの問い合わせをいただくことがあります。Ｗｅｂ上に掲載してありますので御覧ください。

　http://etajima.niye.go.jp/0812riyou.htm
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
　平成22年度免許状更新講習　「生徒指導・学級経営に活かす体験活動」

　　　＜８月18日（水）～８月20日（金）２泊３日＞

　　　　　教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の宿泊集団

　　　　活動を効果的に実施するための基本的な体験活動の指導技術を身に付

　　　　けます。また，学習指導要領における体験活動の取扱いを理解し，教

　　　　育課程の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を

　　　　通して習得します。

　　対　象：小学校教諭（平成24年３月31日が修了確認期限の方）40名

　　費　用：21,890円（予定）

· 応募方法等の詳細は，国立吉備青少年自然の家にお問合せくだ

　さい。

★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
　

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

　今年度も８月から10月にかけて，次代を担う高校生の夢や目標の実現に向けた実践力を育む「パイオニアスピリット実践セミナー」を開催します。

　このセミナーは今年度で３年目，その前の「パイオニアスピリット養成セミナー」を含めると６年目であり，毎年，広島県にゆかりのある各界の第一人者に講演していただいています。

　今年の講師の一人が，ＮＰＯ法人シネマ尾道代表理事の河本清順さん。地域の人たちとともに，尾道に映画館を再興した方です。

　河本さんの次の夢は，映画や映画館を通して，尾道をもっと豊かなまちにすること。

　高校生にどんな話をしていただけるか，今からとても楽しみです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　浩司　
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